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序

1976年度から始まった笛吹川農業水利事業に伴う事前調査も、本年度の水呑場北遺跡の調査で終了致し

ましたが、この13年間に26遺跡が調査・報告されました。本報告書は、その最後の報告書となるもので、

1987.88両年度に実施した同水利事業による管水路埋設工事に伴う事前発掘調査の結果をまとめたもので、

対象遺跡は花烏山・水呑場北の両遺跡であります。

花烏山遺跡は甲府盆地の南東部、山梨県東八代郡八代町と御坂町とにまたがる花鳥山丘陵上に位置し、

縄文時代前期後半の遺跡として、旧来より本県のみならず全国的にも著名なものとなっております。調査

の歴史は古く、大正年間あるいはそれ以前から遺物が多く採取されており、また本県考古学界の先駆者で

ある仁科義男氏・野沢昌康氏・山本寿々 雄氏などにより数回の調査が行われ、一部の資料は京都大学の収

蔵資料ともなっております。さらにこれらの調査が契機となって1954.55両年には国学院大学による発掘

調査が行われ、住居杜３軒と膨大な出土遺物が得られ、その一部は「八代町誌』にも掲載されております。

今回の調査はそれ以来、実に30余年振りということになります。幅277z程ではありますが、遺跡を縦断す

るかたちで調査が行われ、およその遺跡の広がりを確認することができました。また、多くの遺構・遺物

が確認されておりますが、とくに大地上の前期の住居杜では初めての、栽培種と考えられるエゴマの確認

を始め、球根類やドングリ類、あるいはシカ・イノシシといった獣骨、魚骨など「食生活」にかかわる部

分で多くの成果が得られました。また水呑場北遺跡は甲府盆地の南東部に連なる曽根丘陵の西端部、西八

代郡三珠町に位置し、縄文時代早期の押型文土器を出土する遺跡として知られておりますが、今回の調査

では該期の土壌１基のほか、縄文時代の土壌や古墳の周溝などが確認されております。

本報告書は、縄文時代の食生活に関する部分に重点をおき、とくに笠原安夫・藤沢浅・渡辺誠・松谷

暁子の四人の先生方にご執筆戴きました。

本報告書が、多くの方々 の研究資料としてご活用いただければ幸甚です。

末筆ながら、種々 ご協力を賜った関係機関各位、並びに直接調査に従事していただいた方々 に厚く御礼
申し上げます。

1989年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長 磯貝正 義
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口

１．本報告書は、昭和62年度に笛吹川農業水利事業国営副幹線管水路敷設工事に伴って発掘調査された東

八代郡御坂町・八代町の花鳥山遺跡、ならびに昭和63年度の同事業に伴って発掘調査された西八代郡三

珠町水呑場北遺跡の発掘調査報告書である。

2．調査は、農林水産省関東農政局の委託と文化庁の国庫補助金を受けて、山梨県教育委員会が実施した。

3．発掘調査および出土品の整理は山梨県埋蔵文化財センターで行い、長沢宏昌が担当した。

４．本報告書の編集は長沢が行い、第Ｉ章を長沢が、第Ⅱ章を埋文センター臨時職員高野玄明が執筆した。

第Ⅲ章には前岡山大学農業生物研究所教授笠原安夫・前同研究所技官藤沢浅・名古屋大学助教授

渡辺誠・東京大学総合研究資料館松谷暁子の先生方にご執筆戴いた。

5．写真撮影は、遺構を長沢および塚原明生（日本写真家協会会員）が、遺物を塚原が行った。また、展

開写真は小川忠博氏によるものである。

６．本報告書にかかる出土品ならびに記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管して

ある。

7．出土品整理参加者

石川操松野和美遠藤映子内藤真千子後藤良美山路宏美雨宮穂波山本恵子石田文治郎

8．発掘調査及び本報告書の作成にあたり、下記の方々 のご協力を得た。記して謝意を表する次第である。

笠原安夫（前岡山大学農業生物研究所教授）

藤沢浅（前同研究所技官）

渡辺誠（名古屋大学助教授）

松谷暁子（東京大学総合研究資料館）

金井安子（調布市郷士博物館）

小野正文（釈迦堂遺跡博物館）

斎藤修二（八代町教育委員会）

野田明人（御坂町教育委員会）

奥山和久（八王子市教育委員会）
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第Ⅲ章 花烏山遺跡の調査



第１ 節 調 査状況

１調査に至る経過

昭和62年９月17日

昭和62年10月５日～９日

昭和62年10月12日

昭和62年12月26日

昭和63年１月12日

文化庁に発掘通知を提出する。

調査予定地内７ケ所にトレンチを入れる。

発掘調査を開始する。

発掘調査を終了する。

石和警察署に遺物の発見通知を提出する。

２調査組織

調査主体

調査機関

調査担当者

調 査 員

作業員

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センター

長沢宏昌（県文化財主事）

高野玄明（現山梨県埋蔵文化財センター）

林部光（現境川村教育委員会）

斎藤つね子江川勝子斎藤多喜子高橋英子角田濃子長尾美子大沢恵美子角田

寛子荒川奈津江渡辺徳子花田恵美子金子正子藤巻みち子長田久美子矢崎ま

す子矢崎喜美江高橋周子大鷹よし子志村智恵子星野松子堀内とし江畑山民

代杉岡みつ子藤巻公恵山 下 恒 子 田 中 富 江 河 野 尭 江 笠 井 け い 子 出 月 遊 亀 子

矢崎よ志子長田和子長田可祝長田純子山本幸江鈴木寿美恵弦間タツ子堀内

政子池水やす子加藤高尾岩間洋子岩間とく子岩間幸子弦間洋子

調査協力機関八代町教育委員会

御坂町教育委員会
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第２節遺跡概況

１遺跡の位置

山梨県東八代郡御坂町・八代町竹居字花烏に所在する。

２遺跡周辺の地理的・歴史的環境

花鳥山は御坂山塊の北麓に位置する丘陵である。花烏山山頂は、標高564.977zを計るが、ここからは急激に

傾斜がきつくなり、御坂山塊へと続いて行く。花鳥山丘陵は北北西方向に傾斜しており、丘陵上には傾斜と起伏

はあるものの、200ｍ四方程の平坦部が存在するｏこの平坦部の先端部に「花鳥の一本杉」があるｏ一本杉は花

鳥山のシンボルでもあるが、この地は以前より景勝地として知られており、甲府盆地が一望できる。一本杉を中

心としたこの一帯は、中世から近世にかけて幾度か合戦の舞台となっており、とくに大永三年には小山城主穴山

伊予守信永と南部下野守が戦ったと伝えられている。このように、当地域は古戦場として知られ、史蹟名勝天然

紀念物保存法により、大正十三年には史蹟花鳥山として指定されている。現在は史跡には指定されていないもの

第１図花烏山遺跡位置図
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の、前述したような景勝地であり、桜の季節などには家族連れで賑わっている。

さて、遺跡は一本杉から上の平坦部に展開し、分布調査の結果からもこの平坦部一帯に広がっていると推定さ

れる。遺跡の立地状況を詳細すれば、花烏山山頂から、標高530ｍ位までは急傾斜となっており遺物の分布も見

られない。その部分から一本杉（標高約49077z）までが比較的起伏の少ない平坦部となり、そこからは再び急傾

斜となって盆地へと下ることになる。この平坦部の北東側は沢となって神有川が北流している。また、南西側約

80077zには浅川がやはり北流しているｏさらに遺跡と浅川の中間点には信濃沢と呼ばれる伏流水の湧出点（標高5

10ｍ）があると言うことであり、水の確保は容易である。

このように遺跡の立地条件としては申し分のないものである。山本氏は花鳥山について全山遺物の包蔵地であ

るとし、前期だけでなく、早期～晩期までの良好な資料が得られるとし、国学院大学の調査でも早期、中期、晩

期の土器を僅かながらも含んでいることから前期以外の時期の居住の痕跡も明らかである。付近の遺跡について

見れば、西方約60077Zの地点には後期を中心とする三光遺跡があり、ここでも早期～晩期までの遺物が確認され

ている。また、この付近からは加曽利Ｂ式の注口土器完形品が出土している。前期の遺跡としては、花烏山遺跡

の西方約２伽のところに銚子原遺跡が知られている。この遺跡も花烏山遺跡同様、北方向に延びる台地上に立地

しており、東西・南北とも40077z程の平坦地を有する。この部分の標高は400～420ｍ程を測り、諸磯式土器片が

濃密に分布している。台地先端部には県指定史跡である岡銚子塚古墳があるが、その墳丘上からも埴輪に混じっ

て諸磯式土器が採集されるほどである。この遺跡の発掘調査は長らく行われていなかったが、昨年八代町教育委

員会による調査が行われ、ごく一部を調査しただけであるが、諸磯式期の住居杜数軒が重複して確認されている。

遺物の分布が広く、かつ、密度が濃いことからすれば、この遺跡が、花烏山遺跡に匹敵する規模のものであるこ

とが推定される。さらに周辺の前期遺跡の調査例としては、東北東約３kmに横堰遺跡があり、諸磯ｂ式期の住居

杜と多量の土器が確認されている。また、西約3.5kmには一の沢遺跡群や京原遺跡が知られている。前者は過去

の３回の調査で２軒の住居杜（共に諸磯ｂ式期）が確認され、後者はごく一部の調査であるにもかかわらず、諸

磯期の住居杜３軒と土壌数基が確認されており、出土遺物も諸磯期に限られるという良好な状態であるため、規

模の大きな、拠点的集落の可能性も考えられよう。

以上の諸遺跡は台地上の遺跡として知られたものであるが、この時期の遺跡は扇状地の低い部分にも営まれて

いる。花烏山遺跡の付近で見ても、金川扇状地上の数箇所で該期の土器の出土が確認されている。金川左岸だけ

でも御坂町二之宮・石和町日之出などで工事中に発見されたものや表採されたものが資料として報告されている。

この地域の標高は260～28077z程で、甲府盆地で最も低い部分がおよそ250ｍであることを考慮すれば、この時期

の遺跡が盆地及びその周辺全域に広がっていることが予想される。

このように、花烏山遺跡の周辺には諸磯期の比較的大規模な集落が点在する一方で、小規模な集落もまた存在

している。言い換えれば、現在確認されている遺跡の数と位置から、中期が最も繁栄した本県の縄文時代ではあ

るが、既に諸磯期には中期と同じような遺跡の展開の仕方をしていると言える訳で、その中でもとくに本遺跡の

様な大規模な集落は、抜群の生活環境であったことが窺われるのである。さらに生活環境だけでなく、拠点的集

落としての機能を備えていたと言えるものであるかもしれない。

３花鳥山遺跡研究史

本遺跡は山梨県内で最も古くから知られていた遺跡の一つである。この地から土器片が出土するということが

意識されたのは古く、明治27年に発行された『山梨懸市郡村誌』には、当時の東八代郡竹野原村の古跡として花

鳥山が紹介されており、その部分の記述に「今モ畑ノ中ヨリ往々髪砕瓦片槍刀ノ腐触セシモノヲ出スコトアレハ」

とある。これはこの地が古戦場であることの記述の一部であるが、文中の雲や瓦片とは土器片のことと思われる。

このように明治時代以前から花鳥山から土器が出土することは意識されていたのである。しかし、これはあくま

でそれだけに過ぎず、先史時代の遣物として認識されるようになるのは大正時代になってからと思われる。本県
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考古学界の先駆者である仁科義男氏は、大正年間には本遺跡を調査し、土器片などを採集されたとのことである。

しかしながら、この調査結果の詳細は明らかにされておらず、仁科氏の執筆による「先史並原史時代の遺物・遺

蹟より復原したる生活形態」（『山梨懸総合郷土研究』１９３６所収）にも東八代方面出土として諸磯式土器拓本

が載っているものの花烏山遺跡出土とは書いてない。確実な花鳥山遺跡の資料が文献に紹介され始めるのは戦後

のことである。昭和23年には山本寿々 雄氏らによる調査が行われており、出土遺物の報告も行われている。山本

氏は、諸磯式土器を中心に、その前後の含繊維土器、十三菩提式土器なども含めた資料を７分類し、同時に諸磯

式土器に混ざって関西系の土器が見られることも指摘している。この資料の一部は京都大学考古学資料館にも保

管されている。このころ、全国的趨勢として、縄文土器の編年を組み立てることが急務とされていた。山梨県で

は中期以外の資料は確認例も少ないものであったため、前期、とくに諸磯式期の好資料として花鳥山遺跡が注目

されたのも当然と言えるものであろう。山本氏によれば、昭和22～23年にかけて、花烏山遺跡の一本杉付近で前

期後半の竪穴３個を確認したとのことであり、すでにこの時期には住居杜の存在が確認されていたことになる。

これについての詳細は不明であるが、昭和26年の山本氏の報文では、１基についての形状・大きさなどについて

触れられているｏその表によれば、877z程の楕円形を呈する住居杜で、炉は住居杜中央部に安山岩を用いている

とのことであるから、かなり大型の、しかも石囲炉のある住居杜と推定される。

さて、本遺跡の調査は山本氏以外にも、松田保彦氏、野沢昌康氏などにより行われ、出土遺物は石和高等学校

に保管されていたようであるが、出土状況その他の詳細は不明であるるしかし、それらが契機となって、昭和２９

年には国学院大学樋口清之教授が現地を訪れ、その重要性に鑑み、昭和29年～30年の二度にわたる発掘調査が行

われることとなった。この調査の正式な報告書はまだ出されていないが、概略が樋口教授により『八代町史』に

まとめられている。

それによれば、第１次調査で３ケ所、第２次調査で１ケ所の、計４ケ所が調査されている。第１次調査では近

接した２軒の住居杜（１．２号）が、第２次調査は鉄塔近くを調査したもので、１軒の住居杜（３号）が確認さ接した２軒の住居杜（１．２号）Ｉ

れているＣｌ号住居杜は径477zの

円形を呈し、壁高約60”と深い。

炉は床面中央に５個の篠を用いた

石囲炉である。内部施設として壁

際に周溝と貯蔵穴が確認されてい

るが、柱穴は確認されていない。

２号住居杜は１号住居杜の南約１０

ｍに位置する。径2.3ｍの円形を

呈し、壁高は40c,､弱である。炉は

内部に見られず、周溝も存在しな

い。また、柱穴は３基確認されて

いるが、斜面に作られた水平な床

面の中でも、傾斜の下側部分に集

中している。この竪穴は、一時的

な仮小屋か、住居以外の目的で造

られた可能性が推定されている。

３号住居杜は、径約577zの円形を

呈し、壁高70cl1zを測る柱穴は12基

確認されているが、主柱穴は８基

で、４基づっの使用、つまり建て

替えが想定されている｡炉は地床

姥

跡

恥

､局、

"Ｐ

第２図昭和30年調査区と位置関係図
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、

炉と思われる。以上が確認された遺構についての概要である。遺物については縄文土器、土偶破片、土製玉類、

石斧、石鍍、皮剥、石槌、石皿、玉類などを主とし、骨角器、木製品、人骨などは遣存しなかったとされている。

現地表から15”以下くらいのところから遺物の包含層が形成され、しかも厚いところではそれが70c7nにも及ぶこ

とが指摘されている。包含層と遺構から出土した縄文土器は早期、中期、晩期のものも僅かに含まれるが、主体

を成すのは、前期後半の諸磯式土器で、樋口博士はとくに花鳥山式土器という名称を用いている。前期土器では

花鳥山式土器に伴って、北白川下層式土器や浮島式類似の土器も確認されている。なお、花鳥山式土器は諸磯ａ

式～十三菩提式までを含むものであり、花烏山Ｉ式～同Ⅳ式までの４型式に分類された。石器は打製石斧が圧倒

的に多く、一方で石錨が少ないのが特徴であるとしている。打製石斧は10～15ｍ程度の大きさのものが多いとさ

れ、現在では横刃形石器にも分類される石器も含んでいると思われる。以上が確認された遺構と遺物の概要であ

るが、遺跡の面積が広く、かつ、遺物の量が極めて多いことが特徴であるとし、これを繁栄時間の長さというよ

り、人口の集約の多大であったことによるとされた。すなわち、当地域の自然環境が居住地として極めて良好で

あったため、自然物採集生活ながらも、安定した状況であったことが想定されるとしている。また、本遺跡につ

いては、縄文時代前期の遺跡として、全国的にも珍しい雄大で典型的な遺跡であり、出土土器は「花鳥山式土器」

として、この時代の標式土器と考えなければならないとされた。

このように、当時の本県ではそれまで確認されたことのない大規模かつ内容の充実した遺跡であることが認識

され、花烏山遺跡は全国にその名が知られるようになったのである。なお、この報告は『八代町誌』に掲載する

ために執筆されたものであるため、町誌発行の昭和50年（1975年）までこの詳細は明らかにされていない。

さて、国学院大学による昭和31年の調査以降は本遺跡の発掘調査は行われていない。その間、土器が畑に落ち

や
①
⑤

tＷ

八

ア
鉄塔
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④

茸

０
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Ｓ30年確認の住居杜（３号住居杜）

０ 20ｍ

第３図昭和30年確認の住居杜と今回の調査区位置図
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ており行けばいつでも拾えるということで、頻繁に表面採集が行われていたようである。また、その後の開墾も

進み、現在では一本杉付近の殆どが桃畑となって、さらに改植の時期を迎えつつあることもあって、桃の抜根の

際には完形にちかい土器が出土したこともしばしばであったと聞く。その後、昭和62年（1987年）に遺跡を縦断

する農道下に水管を埋設することになり、今回の調査が行われたのである。山本氏の調査を第１次とすれば、国

学院大学による第２次調査、そして今回が実に31年振りの第３次調査ということになる。

４調査方 法

今回の調査は、遺跡を縦断する農道下が対象であるため、前述した一本杉から上部の緩傾斜面について全面調

査を行ったｏ標高53077z～490ｍにかけての位置で、長さ約270,.幅約377zの調査である。調査は、農道のコン

クリート舗装とバラス混入部分を重機によってはぎ取り、以下を人力で掘り下げたｏグリッドは調査幅377zと狭

いため、277zとすることとし、傾斜上部から下部Iこに向かって１．２．３・・・１４４．１４５まで設定した。ただし、

農作業用の進入道路部分は確保しなければならなかったため、杭番号28までで一端切って、その下は新たな杭番

号40からとしている。したがって、２９～39までは欠番となる。また、農道はかなりカーブしており見通しがきか

ないため、１０カ所でグリッド設定の角度を変えてある。１～28,40～57.57～７１．７１～81.81～９６．９６～１０１．１０

１～126.126～131.131～136.136～145で、それぞれ角度を変えた（全体図参照）。このグリッドをもとに全面

調査を行った。

５ 標準 層位

今回の調査では、本遺跡の標準層位を見るための深掘りは調査範囲の制約もあって行っていないが、遺構の集

中する部分において必然的に深掘りをすることとなった。とくに、９８グリッド付近では、現地表から２ｍ程の掘

り下げを行っている。もちろん、全面にわたってローム面までの掘り下げは行っているが、一部はロームを掘り

下げている。調査区域上部では農道下のバラスを取り除くとすぐにローム面となり、バラスの一部がロームにく

いこむ状況であったｏまた、下部（一本杉付近）でもバラス下に20～30c711程の褐色士（僅かに遺物を含む）が存

在し、それ以下はロームとなる。中間部分がロームまで最も厚い堆積層をもち、最大177zにも及ぶ遺物包含層が

認められた。

－６－





第３節遺構と遺物

１概要

今回の調査では住居杜24軒、土壌33基の遺構と遺物包含層が確認された。これらは総て縄文時代前期末、諸磯

ｂ～ｃ式期に位置付けられるものである。今回の出土遺物中には早期の押型文土器や黒浜式併行と考えられる含

繊維土器なども見られるが、その量はごく僅かである。

第４図に調査全体図を示した。調査区域は農道であるから、本来は一本の全体図とすべきであるが、調査幅が

極端に狭いため、便宜上３ケ所で切ってある。図中のＡ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′・Ｃ－Ｃ′で重なって一つの全体図とな

る。図では上段の左端が調査区下端、下段右端が調査区上端である。全体で27077z程の調査であるが、調査区域

下部（一本杉寄りの部分：図の上段）約50ｍには遺構は確認されていない。また、上部（図の下・中下段）は遺

構は存在するものの密度は濃くない。最も遺構・遺物の集中するのは調査区下端から90～15077zにかけての約60

77Ｚ（全体図中上段）であり、包含層が形成されているのもまたこの部分であるｏ前述したように、今回の調査は

花烏山丘陵のうちの比較的傾斜の緩やかなテラス部分を対象としており、その意味では上端から下端まで条件的

な差はない。それにもかかわらず、このような集中区域が確認されたことから、花烏山遺跡の集落形態は馬蹄形

を呈すると推測される。調査区域周辺の遺物分布調査でも、テラス部分のほぼ全域から濃淡はあるものの遺物が

採取されていることや、国学院大学の調査で確認された３軒の住居杜の位置関係からも推定が可能であろう。第

２図は八代町誌に掲載された国学院大学の調査地点に今回の調査区を加筆したものである。ここに示したスクリー

ントーン部分が最も遺構・遺物の集中していた部分であり、国学院大学の調査した２地点の住居杜を考え合わせ

れば、標高500～51077zにかけての等高線に沿うような集落の展開が想定されると同時に、規模も非常に大きいこ

とが考えられるのである。国学院大学の調査で確認された住居杜のうち第１次調査で確認された２軒の住居杜は

現在痕跡を留めないが、最も深く掘り込まれ、かつ良好な状態で遣存していた住居杜（３号住居杜）は調査後埋

め戻されなかったために、現在でも凹地となって残されている。その住居杜と今回の調査区域との位置関係を示

したのが第３図で、今回確認された住居杜のうち最も近い住居杜（２号住居杜）とは直線距離で約5077zである。

この図中の調査区域は全体図中では中下段に相当し、遺構の集中区域とは10077Z程の距離となる。

以下に各遺構、遺物について報告するが、遺構の時期を示すこともあって、出土土器だけを遺構とともに示し、

それ意外のものはまとめて後述する。

２住居杜と出土土器

●１号住居杜

今回の調査のうち最上部で確認された住居杜である。標高は約52577zを測るｏ住居杜のほぼ中央部が調査でき

た訳であるが北側は農道建設の際の撹乱を受けていた。

楕円形を呈すると思われ、確認部分での径は約4.377zを計るｏ傾斜面に位置するため床も緩やかに傾斜してい

る。壁は東側（傾斜上部）で約80Ｃｌ､、西側（下部）で約50ｍである。覆土は非常によく締まっており、焼土．カー

ボン粒子が多く含まれていた。床は炉付近以外は軟弱である。周溝は確認されず、柱穴と思われる小ピット５基

と貯蔵穴と考えられるピット４基が確認されている。この貯蔵穴のうち壁際の２基については掘り込みも浅く、

くつの用途を考えるべきであるかもしれない。残りの２基は、深く掘り込まれしっかりした作りのもので、特に

炉脇のものは約80c,､,の深さで内部にはカーボンが含まれていた。炉は今回確認された総ての住居杜に共通するが、

特に施設をもたない地床炉である。８０×60C7mの楕円形を呈し、内部には2伽大の掘り込み２ケ所が認められたｏ

焼土はその掘り込みの周辺部にブロック状に確認されているｏ以上が住居祉内の施設の概要であるが、床面には

50cllz大の平石２個が置かれていた。これらの平石には明瞭な加工痕は認められなかったが、室内での作業用の台

石の可能性もあろう。
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●２号住居吐

１号住居杜からおよそ4077Zの距離を置いて確認されて

いる。北側半分だけの調査であるが、長楕円形を呈する

と思われる。短径で３ｍ程度と推定されるｏ掘り込みの

浅い住居並であるため、壁は殆ど残存していない。床面

も非常に軟弱である。傾斜に沿って床面が傾いているが、

住居祉内の東西でも約40c,7z高低差がある。内部には４基

の小ピットがあり、２０～40c77zの深さであるｏこのうちの

１基から拳大の操１個が確認されただけで出土遺物はな

い。炉は調査区域外に存在するのであろうｏ

遺物は殆ど無く、土器片がごく僅かに出土したに過ぎ

ない。

土器（第65図１５．１６）

６点の小破片が出土しているだけである。沈線による

弧状区画をもつ諸磯ａ式、連続爪型とへラ切りの見られ

る同ｂ式、沈線に貼付文の見られる同ｃ式が各１点、他

には不明瞭な縄文の施文された小破片３点だけであるｏ

可
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～ざ

－

【uZOg,ム1９８日

９〆

ｒ
』 －４

Ｌ 望
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Ｉと同様の榊成Ｉに比べ焼土・カーボンが少ない
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第８図２号住居社

●３号住居杜

２号住居杜から577z離れて存在する。これも南

側半分だけの調査である。やはり楕円形を呈する

と思われ、短径は３ｍ程度と推定される。傾斜部

分に構築されているにもかかわらず、本住居杜の

床面はほぼ水平に作られている。覆土はやはり締

まっており、焼土・カーボンを含む。比較的小型

の住居杜のうえ、確認部分のほぼ中央に炉が存在

するためか、床は良く踏み固められているｏ内部

には６基の小ピットと炉が確認された。小ピット

はいずれも壁際に確認されているもので、柱穴と

して良いと思われるが、１基が50ｍ程の深さであ

る他は、１０c7m程の浅いものである。炉は直径60”

程の円形の地床炉で掘り込みの深さはl5cllzである。

本住居杜でも炉の脇に40”近い平石が置かれてい

た。これは表面に磨り面が認められるため板状石

皿として報告するが、やはり室内での作業台（植

物質食糧の潰し）という性格の強いものであろうｏ

遺物はやはり少ない。

』
鵠

A_§17.012ｍ

遺物は殆ど覆土中からの出土で、土器は非常に少ない。床面直上からは、後述する決状耳飾りが出土している。

土器（第65図１～14）

いずれも小破片のうえ、出土量も少ない。諸磯ｂ式１点、十三菩提式２点の他は総て諸磯ｃ式である。沈線文

が主体で、これに貼付文や結節状浮線文・沈線文が併用されるものが多い。
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●４号住居jL止

３号住居杜から約50ｍの距離をおいて確認された。今回の調査区域中

で最も遺物・遺構の集中する部分に位置し、１軒の住居杜として最も出

土遺物が多い。本住居杜は住居杜のほぼ中央部を調査した。１０号。１１号

住居杜と切り合っているが、調査幅が狭く、遺物の取り上げに追われた

ａａ

，土器（第11図、第65図１７～24）

'E三二Ｅ三j’第u図は北西の壁際､床面直上から出土｡
？〒ﾃF〒Ｔ一lFcmた、深鉢底部である。実測可能な資料はこの

第11図１点のみである。これ以外には拓本に示した

３号住居吐出土土器８点の小破片があるだけで、諸磯ｂ式が５点、

同ｃ式が３点となっている。ｂ式は縄文を地文とし、沈線とへラ切り浮

線の２種類がある。ｃ式は沈線とそれに貼付文がつくものがある。

－１２－

第10図３号住居吐炉住居杜と切り合っているが、調査幅が狭く、這物の取り上けに追われた

こともあって、切り合い関係は明瞭とは言えない。しかし、１１号住居祉

との切り合いでは、北側壁において、１１号住居杜の炉を本住居杜のピットが切っていることが確認されているた

め、１１号住居杜より新しいものであることは確かである。

さて、本住居杜は、規模が直径５ｍ程度の円形を呈すると推定される。傾斜上部の壁はしっかりしていたが、

下部ではごく一部に壁らしき立ち上がりが確認されたに過ぎない。上部での壁高約7伽、下部での壁高約20c7nを

計る。床もやや傾斜しているが、ほぼ平坦に造られており、特に炉のまわりは良く踏み固められている。覆土は

やはり良く締まっており、焼土・カーボンが含まれている。住居内施設としては７基の小ピットと３基のピット

及び炉とそれに付随するピットが確認されている。小ピットはいずれも壁際に存在するもので柱穴と考えられる。

ただその配置に特徴があり、傾斜上部に５基が集中して並び、下部で確認されたのは僅か２基である。いずれも

深さ20c１m程度と浅い。他のピットは40～50cwzの深さであり、貯蔵穴と思われるが、南壁際のピットは配列から柱

穴である可能性が強い。炉は確認部分で9伽程の幅で焼土が確認されているが、焼土層は炉内上部に薄く形成さ

れているだけで下部では焼土粒子・カーボンともに僅かであった。炉内の底部は平坦ではなく小ピット様の掘り

込みが３ケ所認められ、また、床面調査の際には確認されなかった直径3伽・深さ5伽のピットが検出された。

この内部には中段位まで焼土・カーボンが含まれており炉に伴うものと考えられる。

遺物のうち土器は非常に多いが、これらは総て床面より1OCW,以上浮いた状態で出土している。また、北壁寄り

の貯蔵穴脇の床面直上からは後述するエゴマの炭化種子塊が出土している。

土器（第14～17図）

図化したものだけで32点、これに小破片を加えると移しい量になる。図化したもののうち、諸磯ｃ式は20の底

部１点のみで、他は総て諸磯ｂ式である。ただし、７は明らかに当地方で主体を成す該期のものと違っており、

地域的な土着のものか、あるいは東海・関西方面からの搬入品と考えられる。本遺跡の今回の調査でも破片資料

が見られるため、詳細はまとめて後述することとする。

さて、本住居杜出土の諸磯ｂ式土器は、器種には深鉢・浅鉢・有孔土器の３種類が存在する。深鉢では、口縁

が内湾し胴部が経れるキャリパー形が殆どで、口縁から底部まで真っすぐに延びるタイプは図化したものでは１５

に示した１点だけである。また、地文に縄文を施すものが圧倒的で、９．１４のへラ切り浮線文を主文様とするも

のには縄文が施されていない。５には縄文は表現されていないが同下半部には不明瞭ながら縄文が見られる。１４

に見られる口縁内面の細線張り付けは諸磯ｂ式土器には少ないものであろう。浅鉢は少なく、大きな破片として

は21に示した１点のみである。２８に示した胴部破片は浅鉢の可能性もあるが、胴部が段状を成すことから有孔土

器としておきたい。有孔土器は１軒の住居杜としては異常に多く、図示したものだけで11点存在する。有文と無

文の２種類が存在し、有文のものは総てへラ切り浮線と沈線を併用するものである。２２は口縁から屈曲部、２３は

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ暗茶褐色土・カーボン焼土含むｰ旬へＬ'ハー'/Ｊ銅一'戸一一卜Ｉ＝一再,~～．－ｰ一ーー、ー,,‐ｰ一'ー‐－－－－－ ー一一

０Ⅱ焼土層 １ｍ＋借物が多い、本件居士I卜は仲居:h'三のほぼ中央部を調査した。１０号。１１号



第13図４号住居祉炉

ワー０－琴

こう

ａ a「

屈曲部から底部の資料であるｏ共

に、残損部分は完全に復元されて

おり、径．胎土・施文とも同様で

あって、どう見ても同一個体とし

か考えられないが、両者の接合点

は無く別個体であったｏちなみに

両者はほぼ同一レベルで、1.577Ｚ

の距離をおいて出土している。有

文の有孔土器の底部には、やや上

げ底ぎみで安定の良いものと、２５

に示したような底部中央に膨らみ

を持たせた不安定なものとがあるｏ

無文の有孔土器は口唇部分の立ち

上がりが無く、平坦なものばかり

であることから、諸磯ｂ式期に位

置付けて良いと思われるｏなお、

31は23の直ぐ横からほぼ同一レベ

ルで出土している。また、２９は、

小孔の位置が屈曲部以下であるこ

とや、胴部の立ち上がりの角度が

他のものと違っていることから、

深鉢となるかもしれない。その意

味で、有孔土器の範晴には入らな

いものであろうｏ

f≧１．序ＣＱ

蝿 溌

胃鍵鞠と
ａ508.812ｍ a「

⑨

ⅡⅡ

1１
Ⅲ

Ⅳ
Ⅵ

Ｖ

Ｉ暗褐色粘質土（焼土・カーボン適当に含む）

Ⅱ焼土用

、Ｉと同じ（Ｉに比べ焼土・カーポンは少ない）

1Ｖ黄褐色粘質土と暗褐色帖質土の混土

Ｖｍに同じ

Ⅵｍと同じ概成であるがｍに比べやや明るい

（黄狸仏ｆが混入していると患われる）

拝

Ｒ一面亙◎ ０ 1ｍ

一一一一
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Ｅ

Ｌ
Ｃ －

〆⑤露

－１３－

ロ
殉

、

０

Ｌ
５０９５８

-９

●５．１０号住居社

４号住居杜の隣（傾斜上部）に

位置する。傾斜上部で６号住居杜、

2ｍ

ⅡＩと同じになるか、Ｉに比べ焼力が少ない

、暗褐色粘質士と黄褐色粘質土の混土８

第12図４号住居社

509.562ｍ
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第14図４号住居吐出土土器その１
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Ⅲ暗褐色粘質土（焼土・カーボン含む）

Ⅳ焼土層 0 ２ ，
１ 旦 一 . ｡ １ １

第18図５号・１０号住居杜

1ｍ

第19図５号住居祉炉１がほぼ一様で深さが10～35ｍを計り、柱穴とその補助穴と思わ

れる。内側の周溝端にもピットがあるが、直径も壁際のものに

比べ大きく、６０”以上の深さであることから、この周溝に伴うものではなく、建て替え後の住居杜貯蔵穴と考え

られるものである。この住居祉内で確認された他のピットは、いずれも規模が小さく、柱穴程度の大きさである。

建て替えが想定されるため、やや複雑ではあるが、１０号住居杜との境界付近の２個は柱穴と考えて良いと思われ

る。覆土はやはり良く締まっており、焼土・カーボンを含んでいる。床は後述するように炉と考えられる焼土が

下部では４号。１１号。１２号住居杜と切り合っている。５号と１０

号の切り合い関係では５号を切るかたちとなっている。ただし、

明瞭な壁の立ち上がりは傾斜上部で確認されているだけで、５

号と10号の床面のレベル差が殆ど無いため、この切り合いは調

査中央部に設定したセクションベルトだけが根拠となる。

５号住居杜は、ほぼ円形を呈すると思われ、直径5.5ｍを計

る。傾斜上部での壁高は約40c,､となっている。この部分には一

部ではあるが周溝が２本確認されており、建て替えがあったこ

とが想定される。壁際の周溝には４カ所の小ピットが確認され、

またその付近には３個の小ピットが存在する。これらは大きさ

がほぼ一様で深さが10～35ｍを計り、柱穴とその補助穴と思わ

509.962ｍ

Ⅱ 焼土

０m暗黄褐色土(ﾛｯｸ状）
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、Ｉ層と同じであるが

ブロック状になっている
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第20図５号住居祉炉２

０

C’

C’

Ⅱ黒褐色土（ブロック状）

１ｍｍ暗黄褐色土

第21図５号住居祉炉３

．

Ｌ
509.912ｍ
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､参三ﾃー
Ⅱ暗黄褐色土
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第22図１０号住居祉炉

３カ所で確認されていることもあって、踏み固められた部分が多い。

炉と思われる焼土溜まりは３カ所で確認されている。北側の調査区域境界に確認されているもの（炉１）が最

も大きい炉であり、直径177z程の掘り込みをもつ。焼土層は直径50c77zの円形に形成されており、厚さは約５c71zを

計る。この焼土層の存在からもこの掘り込みは炉として良いであろう。炉２は住居杜のほぼ中央に位置し、楕円

形で長径約70c7n・深さ約2伽の掘り込みをもつ。これも焼土層は最大８cllzの厚さとなっている。炉３は、炉２の

直ぐ脇にあり、やはり楕円形を呈し、長径約80cnz・深さ2伽を計る。焼土は3伽程の範囲に認められるが、掘り

込みの最上部に３c7m程の厚さで乗っていたにすぎない。また、この掘り込みからは南側に浅い溝状の掘り込みが

みられ、この部分にも焼土が飛散していた。これらは、いずれも炉として良いと思われるが、位置からは炉２．

３がこの住居杜に伴うものとするのが妥当であろう。同時存在か、建て替えによる作り替えかは不明である。炉

１は極めて壁に近く、炉２．３に伴うものとは考えにくい。別の遺構に伴うものとすべきであるのかもしれない。

今回確認された住居壁が一続きの壁であり、炉２．３に伴うものという前提で述べてきたが、３ｍ程の小型の住

居杜が存在することからも、確認された壁の一部が、炉１に伴う別の住居杜の壁とすることも可能であると考え

られる。しかし、調査幅が余りに狭く、調査中には別の遺構とする積極的な根拠も得られなかったため、ここで

は一応１軒の住居杜として報告することとする。

１０号住居杜は、前述したように、セクションベルトによる確認で、５号住居杜に切られていることだけは確か

である。ちょうどこの部分に本住居杜の炉が掛かり、焼土が黒色土に切られていた。住居の規模等は一切不明で

炉以外の住居内施設はない。床は、確認部分が炉の周辺ということもあって固く踏み締められていた。炉は50c7m

程の円形を呈し、深さは1伽程である。焼土層はほぼ全面に形成されており、最大10c'､の厚さである。
土器

・５号住居杜（第23図，第65図25～29）

本住居杜出土土器も殆どが床面から20c7mちかく浮いている。やはり諸磯ｂ式土器が主体で、同ｃ式に位置付け

られるものは図示した６．７に示した２点である。６は沈線を胴部に施しただけのものであるが、胴部の立ち上

－１９－
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第23図５号住居杜出土土器

がりの角度がきつく、中期の屈折底に極めて類似する。また、７は口唇部が直立し、頚部の屈曲部が肥厚した、

有孔土器と有孔鍔付土器との中間形態であり、諸磯ｃ式以降に位置づけられる。さて、ｂ式では１が類例が少な

いものと思われる。この種の浮線文土器は一般的にはへうによる刻みが施されるが、本資料は刻みは全く見られ

ず、浮線上も含めて全面に縄文が施文されている。

・１０号住居吐（第24図，第66図50～52）

本住居杜も出土遺物が少なく、図示した２点は共に床面から10”程浮いている。いずれも縄文を地文とし、へ

ラ切り浮線文の付くものである。

●６号住居杜

５号住居杜の隣（傾斜上部）に位置する。楕円形を呈すると思われ、確認部分での径4.577zを計る。本住居杜も

傾斜上部の壁ははっきりしているが、下部（５号住居杜寄り）の壁は推定である。ここでは１軒の住居杜として

報告するものの、確認された壁は直線的というよりも、むしろ外側に広がる傾向があり、一つの遺構としてよい

か判断に迷うところである。覆土は上層から下層まで焼土・カーボンを含んでおり、よく締まっている。床は平

坦であるものの、傾斜に沿って造られており、傾斜上部と下部では4伽程の差がある。壁際に小ピットが２基確

－２０－
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第24図１０号住居吐出十十器
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認されているが、それと同程度のピットが他に10基確

認されている。これらは特に壁際に配列されることも

なく、後述する炉との位置関係からも明確に柱穴とす

ることのできるものはない。このほかでは、図中のｆ・

ｇ。ｈ等が大きさから明らかに柱穴と区別されるもの

で、ｆ（深さ60cl7I）・ｈ（深さ30ｍ）は、形状・深さ

からも貯蔵穴と考えられるものである。炉は住居杜中

央部ではなく、壁寄りの２カ所に見られる。これらは

いずれも不整形で、焼土層は形成されていない。内部

に焼土・カーボンを多量に含んだ黒色土が確認されて

いる。

さて、明確な柱穴とされるものがないとしたが、図

中のｂ・ｃ。．。ｅは非常に規則的な配列となってい

る。深さはｂが40c71z。ｃが20c71z。ｄが20cllz。ｅが15ｍ

と一様ではないものの、ｂ－ｃとｄ－ｅの間が1.677z、

ｂ－ｅとｃ－ｄの間が1.877zとなっており、ほぼ長方

形の配列である。確認された炉との位置関係からは、

この規則的配列が生きるとすれば、全く別の遺構であ

る可能性が強いと言わざるを得ない。

遺物は、ほとんどが覆土からの出土であるが、一部

はピット内から出土している。

土器（第27図，第65図30～33）

図示した９点のうち、諸磯ｃ式は９だけで、他は諸

磯ｂ式である。いずれも床面から10c7m程浮いている。

ただし、６はピットｅに隣接したピット内からの出土

であり、本住居杜出土土器中では最も住居杜

に伴う可能性の強いものであろう。
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暗褐色土、焼土・カーボンを多量に含む
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第26図６号住居社
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第27図６号住居杜出土土器
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第29図７号住居祉炉

●７号住居姓

４号住居杜から傾斜下部方向に５ｍの距離

をおいて存在する。住居杜の南側半分だけの

調査である。比較的整った小判形を呈し、確

認部分での径約2.7ｍを計る。壁高は傾斜上



Ａ・

●８号住居杜

７号住居杜の西約477zに位置する。本住居杜も炉が中央に位置せず、北側にあることから南向きの住居杜と思

われる。セクションラインが住居祉のほぼ長径に相当すると思われ約4.577Zを計る。覆土は暗褐色土を主体とし、

焼土・カーボンを多く含み良く締まっている。床はしっかりしており、平坦に作られている。本住居杜は９号住

居杜と切り合っているが、セクションでの確認によれば、本住居杜は９号住居杜の廃絶後に構築されている。こ

の部分での張り床も比較的良く踏み固められていた。本住居杜は非常に深く掘り込まれており、傾斜上部では壁

は177zちかい。住居内部では、やはり、傾斜上部側に小ピットが集中しているｏ深さは20～3伽を計り、柱穴と

して良いと思われる。炉の近くには径60C7"・深さ50叩ほどのピットが存在しており住居内貯蔵穴としておきたいｏ

炉は９号住居杜との境界に位置する。調査が一部であるため全容は不明であるが、確認部分では楕円形を呈し、

長径約80ｍ・深さ15Cl､を計る。焼土層は10c7mの厚さで形成されており、掘り込み底面まで焼土・カーボンを多量

に含む黒色土が見られた。

遺物は少なく、覆土からの出土である。

土器（第65図34～41）

小破片だけであり、復元可能な土器

はない。８点の拓本を示すが、諸磯ａ

～ｃ式が見られる。このうち主体を占

めるのは諸磯ｂ式である。

部で40c77z、下部で５”を計る。覆土はほぼ単一層で、焼土・カーボンを多く含んでいる。床は軟弱な部分が多い。

壁ちかくに柱穴と思われる小ピットが４基確認されている。深さは、調査区境界寄りの１基が10c祝と浅いが、他

の３基は20～30C77zを計る。この柱穴の配列は５号住居杜と同様で、傾斜上部に多く、下部には少ないｏ炉のちか

くには径35ClIz程の小ピットがあるが、やはり3伽程の深さであり、貯蔵穴にしてはやや小振りである。さて、炉

は、調査した範囲で見れば、住居杜中央部ではなく、やや壁寄りとはなるものの、真南方向が入り口部であった

のかもしれない。

さて、炉は確認部分で径約70clnの円形の掘り込みをもち、深さ20clmをはかる。内部は焼土で充たされており、

カーボンは殆ど含まれていない。この炉で特筆されるのは、炉内底面に接するように、大型の割れた石皿を置い

ていることである。石皿の磨り面上にも焼土が存在したことから、石皿を置いたあともこの炉が使用されたこと

は明らかである。本遺跡ではこのような例は他には確認されていない。

本住居杜からは土器は１点だけ出土している。

土器（第119図２）

１点だけの出土である。炉のすぐ脇から10c１m浮いて出土した。非常に浅い沈線を弧状に配したミニチュア土器

で、地文は無文である。このように浅い沈線施文の土器は他に例がないがおそらく諸磯ｃ式に位置付けられるも

のであろう。
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Ⅱ褐伍十回（焼土・土濁・カーボン含む）

ｍ暗狸唖士層（”・''｡〃ナシ）

Ⅳ褐後十届（焼土・カーボン稀少・ロームブロブク多ｍ）

●９号住居杜

８号住居杜に切られている。これも非常に深く掘

り込まれた住居杜であり、傾斜上部での壁高は１ｍ

ちかく、遣存状況も良好である。同じ傾斜部分に構

築された住居杜であるが、８号住居杜の床面が傾斜

に沿うように傾きをもつのに対し、本住居祉の床面

はほぼ水平に作られている。覆土は他の住居杜と同

様に焼土・カーボンを多量に含んだ暗褐色土で良く

締まっている。本住居杜には傾斜上部側壁際に周溝

が確認されている。１５c7n程の幅で25c7nの深さをもつ

もので、周溝としては非常に深い。これまでに記述

した他の住居杜と違い、本住居杜は柱穴と思われる

小ピットが傾斜上部側だけでなく、ほぼ全周するよ

うな状況で配置されている。これらは20～50c77zと深

さは一様ではない。住居杜のほぼ中央に炉があるが、

この炉の近くに貯蔵穴と思われるピットが２基確認

されている｡大型のものは径80Ｃｌ､、深さ20C7nの浅い

皿状ピットであり、小型のものは径50clll、深さ60cw2

を計る◎

炉は径50c71zの円形を呈し、掘り込みの深さは10ｃ７１ｚ

である。焼土層は４c7nの厚さで形成されているが、

その上面には３cWz程のカーボン層が存在した。この

ように明確に焼土層とカーボン層が分かれる堆積状

況は他の遺構では確認されていない。

本住居杜では覆土中に非常にカーボンを多く含ん

だブロックが確認されたため、第34図に示した位置

で覆土を柱状に残し、各層位ごとに土を採取し水洗

を行っている。

本住居杜からの出土遺物は非常に多いが、総て覆

土からの出土である。
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第36図９号住居吐出土土器その２

土器（第３５．３６図，第66図42～49）

復元可能な資料は図示した11点であるｏ２～４は諸磯ｂ式、５～11が同ｃ式に位置付けられ、他の遺構でも一

般的に見られるものである。ただ、諸磯Ｃ式が主体ではあっても、結節状浮線文で器面全面を覆うタイプは小破

片の中にも見られない。さて、１は縄文を地文として、

結節状沈線文（連続爪形文）を施文したものである。

胴部下半の連続爪形文は直線的ではあるが、クロスさ

せており、県内でも類例のないものである。小破片で

はａ～ｃ式すべてが出土していることもあって、本資

料は諸磯ａ式もしくはｂ式としておきたい。

③

'唯|i蝋琶‘…‘総‘。

〔9,9

、

A且99.812ｍ
12住

冠褐色士柘風エＷモエ･ヌ

騒氾色貼日土と負褐色粘質土の、

●１１．１２号住居並

４号住居杜と切り合って確認された。残存部分が僅

かであったこともあって、規模・形状等は不明である。

11号住居杜の炉は４号住居杜のピットに切られている

ことがセクションからも明らかである。また12号住居

杜はごく一部の調査であり、確実に住居杜であるか疑

わしい面もあるが、この遺構に伴うと考えられるピッ

トの存在や覆土の状況等から住居杜として報告する。 第37図１１号。１２号住居杜

－２６－

､＞

一ｊ￥

、



●13号住居土止

９号住居杜に接して確認された。本住居杜付近から包含層が確認されており、本住居杜から24号までの住居杜

(１７．２２号住居杜を除く）のセクションは包含層セクション図（第85図）中に示すが、本住居杜は14号住居杜に

切られている。

本住居杜は比較的掘り込みが浅く、傾斜上部の壁も10c,､程度であ

る。床は踏み固められた部分が多く良好である。本住居杜でも極一

部ではあるが、周溝が確認されている。２０c7m程の幅を有するが、深

さは約５c1nと浅い。柱穴は壁に沿って２基確認された。いずれも小

型で深さは周溝側が30cWz、

もう１基が20c,､を計る。

ａ ざ

１１．１２号住居祉共に床

は軟弱である。覆土はや

はり焼土・カーボンを多

量に含んでいた。’1号住

居杜の施設では、位置か

ら４号住居杜に伴うとは

考えられない小ピット２

基が、柱穴とすることが

できよう。炉は推定で径

50Cl､程の地床炉で、上面

に３c'､の厚さで焼土層が

形成されていた。掘り込

みそのものは1.5ｃ１１ｚの深

さを計り、焼土層下は焼

土・カーボンの混ざる黒

色土であった。１２号住居〕

＝雪垂
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第38図１１号住居祉炉 第39図１１号住居吐出士十器

色土であった。１２号住居杜では壁際に浅い小ピットが確認されているが、柱穴とは考えにくいものである。

遺物はごく僅かで、覆土からの出土である。また、１２号住居杜からは後述するように前期としては非常に特殊

な石皿が出土している。

土器（第39図，第66図53～55,56）

第39図は10号住居杜との境界ちかくで確認されたものである。これと同じところで拓本に示した小破片が出土

している。いずれも諸磯ｂ式である。１２号住居杜からは小破片１点だけの出土で（第66図56）連続爪形文の施さ

れるものである。やはり諸磯ａ式もしくはｂ式に位置付けられるものであろう。
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第40図１３号住居土''二
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第41図１３号住居祉炉

炉は一部を14号住居杜に

切られている。推定で長径

70”程の楕円形の炉である。

掘り込みは10c71zと浅いが焼

土は最大８c77zの堆積である。

この炉内でもカーボンだけ

が集中する部分が見られ、

６c7m程の厚さとなっている。

遺物は非常に多く出土し
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ている。土器は覆土からの出土である。

土器（第４２．４３図，第66図57～62）

復元可能な資料は８点である。総てが諸磯ｃ式であるｏ８の有孔土器は口唇部分が直立し、屈曲部も肥厚して

いることから該期に位置付けられるものである。１～７までの土器は、地文に細い沈線を施文するもので、そこ

に円形貼付文を施すものと、さらにそれに加えて半裁竹管による結節状沈線文を施文するものの２種類が見られ

るｏ他の遺構に見られる結節状浮線文の諸磯ｃ式土器はこの中には存在しない。なお、小破片中には諸磯ｂ式や

ｃ式の結節状浮線文土器なども確認されている。

●14号住居辻

傾斜上部では13号住居杜を切って、また、非常に大きな21号土壌に切られている。下部では24号住居杜との切

り合いがあるが前後関係は不明である。本住居杜も掘り込みは深くなく、傾斜上部での壁高は15c'､程である。炉

は調査部分では確認されていない。住居杜内部で確認された施設は、１３号住居祉炉の近くで確認された小ピット

１基だけである。このピットは径4伽を計り、深さは50c7nと深い。柱穴として良いであろう。炉が確認されてい

ないにもかかわらず、床はしっかりしている。

遺物は多いが、土器は床面より、１０c,,z程浮いて出土している。

土器（第45図，第66図63～66）

復元可能な資料は図示した10点だけであるが、やはり諸磯ｃ式が殆どである。３は小単位の波状口縁を有する

土器で、施文は沈線だけである。口縁上部は直線、下部は弧状となっている。本資料は少なくとも諸磯ｃ式土器

の範晴には入らないものと思われ、該期の異系統の資

回
的
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●１５．１８号住居祉

この２軒の住居杜は傾斜上部

側を16号住居社と切り合い、下

部では19号住居杜との切りあい

がある。２軒は重複が多く、ま

た調査区の幅もあって前後関係

ははっきりしない。１５号住居杜

の傾斜上部側の壁および18号住

居杜の下部側の壁は比較的はっ

きりしており、このラインから

推定すると第46図中の平面図の

ような状態となる。円ないし楕

円形を呈すると思われる15号住

居杜は4.577z、１８号住居杜は3.5

77Zを計り、１８号住居杜はやや小

型である。両住居杜とも、床の

状態は良好で、とくに炉の近く

は良く踏み固められている。１５

号住居杜の内部施設としては傾

斜上部側壁際に柱穴と思われる

小ピット４基（１～４）が配さ

れている。この他に本住居杜に

伴うと考えられる小ピットは図

中の５．６である。１８号住居杜

では、傾斜下部側の４基（７～

10）で、７と８，９と１０がそれ

ぞれ立て替えによるものである

かもしれない。また１１．１２は位

置から15号住居杜に伴うとは考

えにくく、１８号住居杜の柱穴と

しておきたい。さらに18号住居

杜では、８のピットに接して長

径70c71z程の住居祉内ピットが確

認されている。深さは約40cwzを言

一
日
■
■
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■
■
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第46図１５号。１８号住居杜
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認されている。深さは約40cwzを計り、住居内貯蔵穴と思われる。なお、１１．１２小ピット付近から幅3伽、深さ１０

c7mの浅い溝が確認されており、周溝と思われるものの、どちらの住居杜にともなうものであるか特定できない。

１５号住居杜の炉は調査区北側に接するように存在し、一部の調査であるが、短径50cmzの楕円形を呈するもので、

掘り込みの深さは20c7nと深い。上部２c7n程が焼土・カーボンの混土層で、その下部に２cm､の焼土層が形成されて

いる。なお、その下はブロック状の黒色土となり、焼土・カーボンは全く見られなかった。

１８号住居祉炉は調査区南側境界に接し、半分だけの調査である。径45cl7z程の方形を呈し、掘り込みの深さは１０

c77z程であるが、中央部にさらに20c7nのピット状の掘り込みが確認されている。焼土はこの掘り込みの中段にブロッ

Fー Cｆ

ハ町

C式中の結節状浮線文を主体とするものも見られるが量は多くはない｡

第47図１５号住居祉炉
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第50図１５号。１８号住居吐出土土器その２

ｸ状にあり、層を形成してはいない｡

遺物は多く出土しているが、床面より10cllz以上浮いている。また、１５号と18号の遺物を分けにくいため、土器

は一括して報告することとする。

土器（第49.50図，第66図67～70）

２軒の住居杜の合計で、復元可能な資料として11点を図示する。９が諸磯ｂ式である他は、総て諸磯ｃ式に位

置付けられる。出土量とすれば、圧倒的にｃ式が多いのであるが、出土位置では９が最も床面に近いところから

の出土である。１０は口唇部が直立し、屈曲部に張り出しが見られるタイプで有孔鍔付土器との中間形態、１１は有

孔鍔付土器と言えるもので、共に諸磯ｃ式もしくはそれ以降に位置付けられるものである。ここで出土した諸磯

ｃ式土器は結節状沈線文の施されるものは５の１点だけで、他は総て結節状浮線文の付くものである。この中に

は３のような結節状浮線文を主体とするタイプも含まれている。なお、小破片では諸磯ｂ式とｃ式が確認されて

いる。

●16号住居杜

傾斜上部側は24号住居杜と接し、下部は15号住居杜と切り合う。この付近で切り合う住居祉群の中では比較的

深く掘り込まれており、壁高は40c77zちかい。壁寄りに柱穴と思われる小ピットが４基確認されている。１基は単

－３３－



第51図１６号住居杜

独で壁際にあり、深さ20Ｃｌ､を計る。３基は

接して存在し、深さは西側から５０．６０．３０

c,､となっており、いずれも深いものである。

床はしっかりしている。調査部分には炉は

確認されていない。

遺物は多くはなく、覆土からの出土が殆

どである。

土器（第52図，第66図７１．７２）

復元可能な資料は４点だけである。この

うち１が床面直上である他は、覆土からの

19土、、

、、へ
、．、．

聖聖

設
塞◎，／

設
塞◎，／

７７

臼
皿

畠畠

ざざ

匂 2ｍ０

》

ｌ△△.､1１

のものも傾斜に沿っており、傾斜上部側と下部側では2OCWz近い高低差がある。また、他の住居杜と違って、掘り

込みが簡単な造りとなっており、床面から壁への立ち上がりがはっきりしない。床は踏み固められた部分が多く、

中央付近で緩やかな段を成す。覆土にはやはり焼土・カーボンが多く含まれている。小ピットは３基（１～３）

確認されている。このうち１は40cWz以上の深さがあり、壁に近いこともあって柱穴と思われる。２も深いピット

で、部分的には60c肌を越えるところもあるものであるが、床面のほぼ中央に位置し用途不明である。３は皿状の

浅いピットで、これも中央部であることから用途不明である。４は径70Ｃｌ､、深さ5伽のしっかりしたピットで住

出土である。３．

４の諸磯ｃ式土器

には結節状浮線文

を主文様とするも

のは含まれていな

い。小破片では諸

磯ａ。ｂ・ｃ式総

てが確認されてい

るが、これらと共

に第66図71に示し

た山形押型文土器

の底部が出土して

いる。押型文は尖

底端部ちかくまで

施文されている。

－３４－
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」１

第52図１６号住居杜出土土器

０

●17号住居杜

今回の調査では

最も下部で確認さ

れた住居杜である。

住居杜北側半分だ

けの調査である。

楕円形を呈すると

思われるが、確認

部分での長径は4.7

77zを計る。床面そ

川４

Ｉ



居内貯蔵穴と思われる。内部に遺物はなく、

焼土・カーボンも含まれていなかった。

遺物は細片となって出土しているが、土器

は総て５ｍ以上浮いて出土している。

土器（第54図，第６６．６７図73～77）

復元可能な資料は４点だけである。１は位

置的には貯蔵穴の中央部あたりからの出土と

なるが、貯蔵穴の掘り込み境界の床面レベル

より５”浮いての出土である。２～４に示し

た資料はさらに浮いての出土である。なお、

小破片では諸磯ａ。ｂ・ｃ式共に出土してい

る。

●19号。２０号。２１号。２３号住居社

遺構集中部の内でも、最も住居杜が集中し

ていたのがこの４軒の住居杜部分である。傾

斜上部側に19号、下部側に23号住居杜が存在

する。なお、１９号住居祉の傾斜上部側壁の壁

高が20cllz、２０号住居杜が40clmを計り、この二

つの壁についてははっきりと存在が確認され

ていることになるが、これら以外の壁はいず

れも壁高10c7m以下程度のものであり、明確な

ものと言えるものでないことを記しておかな

ければならない。

１９号住居杜は壁際に４基の小ピット（１～

４）が存在する。１が40cwz、２が60c７，，３・

４が共に20c71zの深さである。いずれも柱穴と

して良いであろう。また３は周溝と思われる

溝中に掘り込まれたもので、周溝は幅20c7n、

深さ15c7nを計る。炉は確認されていないが、

床はしっかりしている。前述したように、２１

号住居杜からは壁は総て推定であり、炉と壁

の位置も推定による組み合わせである。また、

これらの住居杜はいずれも床は炉付近以外軟

弱である。２０号住居杜の内部施設としては、

柱穴と思われる小ピット１基（５）と２１号住

居祉内に入り込む炉がある。２０号住居杜と２１

号住居杜との境界となる壁は５c7n程の高さし

かない。小ピットは位置的には壁に近く、深

２，
１．．△．’’

第53図１７号住居:上''二

Ｂ２主空睡捉耐割Zf匿ユ画避ｆ;溌館

、＞

２

皇リ局ぎり
三三三三三二三=三二 ４

０ 20cｍ

第54図１７号住居杜出土土器

さ40c71zを計る。炉は、楕円形を呈し、長径65ｍを計る。掘り込みの深さは15c77zで、上部２Ｃｌ､程に焼土・カーボン

が確認されているが、焼土層は形成されていない。２２号住居杜には、５基の小ピット（６～10）と炉が確認され

ている。位置からは６～９の４基が本住居杜に伴う可能性があるが、これらはいずれも20号住居社の柱穴とする

－３５－
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第57図２１号住居祉炉
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第60図
21号住居h卜出十十器

Ⅱ

第58図２３号住居祉炉

Ⅲ

暗褐色土（

０Ⅱ黒褐色土(プﾛｯｸ状になっている）
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第59図
20号住居吐出十十器

こともまた可能であろう。また、１０は本住居杜の炉のす

ぐ脇であり、本住居杜に伴うとは考えにくい。２０号住居

杜の炉と壁の距離からすれば、２０号住居杜の径を４ｍ程

とすることができ、１oのピットはこの範囲に収まるもの

で、ここでは20号住居杜の柱穴としておきたい｡それぞ

れの深さは６：５０c７，，７：３０cmz、８：２０ｃ１１ｚ、９：４０ｃ１１ｚ、

１０：５０c7nである。炉は短径60c,､の方形を呈し、掘り込み

は見られなかった。焼土・カーボンを含んだ黒色土が蒲

鉾形に盛り上がっており、通常の地床炉の概念とはズレＩ
Ⅱ

があるｏここでは、中段部に焼土．カーボンを多量に含ｍ

んだ層が見られるが、焼土層は確認されていない。なお、

この炉に伴うと考えられる径20Ｃｌ､、深さ35c77zの小ピット

が確認されているｏ２３号住居杜には、８基の小ピット（11～１が確認されている。２３号住居杜には、８基の小ピット（11～18）

と炉が確認されている。２１号住居杜と23号住居杜との境界となる

壁は４～10clmを計る。壁際には、５基の小ピット（11～15）が確

認されている。これらは極めて壁にちかく、このうちの11～13は

配列の状況から本住居祉に伴う可能性は強いと言えようが、１４．

妻三｣１

Ｌ 、 ， ， 、 １ １

第56図２０号住居祉炉
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